
公益信託しまね文化ファンド　平成２８年度前期決定事業一覧

地域文化振興 単位：千円

事 業 名 団 体 名 実施地
実施
月

助成
決定額

小計 2件 1,200

芸術文化振興
単位：千円

事 業 名 団 体 名 実施地
実施
月

助成
決定額
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バレエ＆コンテンポラリーダンス
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三瓶山神楽大会 三瓶山神楽大会実行委員会
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神戸川太鼓　結成30周年記念コ
ンサート

神戸川太鼓

島根県洋舞連盟
〈県民文化祭共催事業〉
　プリマヴェーラ　12

歌舞音曲の神「えびす様」に因み、美保神社において伝統芸能である能のワークショップを平成26年から開催してい
る。子どものための体験教室では、礼儀作法にも触れながら能の歴史や曲目、能の衣裳などの講義と楽器体験を
行い、最後に成果発表を行う。大人向けには楽器体験コーナーを設ける。

山陰では触れる機会も少なく敷居が高そうなバレエやコンテンポラリーダンスにもっと親しんでもらおうと平成22年か
ら活動している。脚本から構成、演出など全て自分達で手掛け、会員と地元のダンス学習者、プロのダンサーとの共
演で舞台を創る。今回は、創作バレエとコンテンポラリーダンスで童話『シンデレラ』の現代版コメディーなどを発表す
る。

１１月
３０年の節目としてこれまでの活動を振り返り、地域への感謝を込めて記念公演を行う。太鼓演奏だけでなく、書道
や映像を使ったパフォーマンスにも挑戦する。指導している小学生チームほか、県内の太鼓団体や音楽団体にも賛
助出演してもらい、迫力ある合同演奏も披露する。

１２月
クラシックバレエとジャズダンス２団体に所属する会員約７５人が出演し、石見神楽の舞い手や和太鼓奏者との共演
でオリジナル作品を上演する。1部では各団体が洋舞の紹介として単独舞台を披露する。舞踊を通して県内におけ
る芸術文化の浸透を図る。

７月
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事　業　概　要
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物語映画制作 続勘助物語制作委員会 松江市 4月～
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大田市 8月
団体結成20年の記念として、１０周年記念公演で初演した団体の代表『石見銀山物語』と、10年ぶりとなる新作『銀
河の歌が聴こえる』の２作品を上演する。舞台を通して世界遺産である「石見銀山」や大田の魅力を発信するととも
に、活動を支えてくれた地域への感謝を込め、今までよりバージョンアップした公演を目指す。
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700

松江市

事　業　概　要

松江市持田地区に伝わる伝説を題材にした短編映画作りに昨年から取り組んでおり、今年はその続編を制作する。
キャストは一般市民から募り、演技指導は会員自ら担当する。完成作品を広く公開し、映像文化の発信と地域に伝
わる歴史や伝承の掘り起しにつなげる。

8月

9月
三瓶山を背景に野外での神楽競演大会を開催する。地元大田のほか美郷町と広島の団体を招致し、各地域で異な
る舞を披露する。途中では神楽の歴史や地域性、各団体の歴史などを紹介し、出雲と石見の境界的な位置にある
大田特有の神楽文化と三瓶山の文化的意義を発信する。

6月
演劇活動が盛んな雲南市で、これまでに培われた演劇の基盤や人材を資源として、質・密度の濃い演劇公演を目
指す。演出は会員で担当し、キャストは会員と一般からの公募７名とで構成、島根を舞台にした野田秀樹氏の作品
『オイル』を上演する。

3

4 大田市

6 Ｕ－ＳＰＡＣＥ　Voｌ.1 『オイル』
　　ユー　　スペース

U-SPACE
　ユー　　スペース

実行委員会 雲南市

美保関でお能を楽しむ会実行委員
会

美保関でお能を楽しむ会

8



公益信託しまね文化ファンド　平成２８年度前期決定事業一覧

事 業 名 団 体 名 実施地
実施
月

助成
決定額

事　業　概　要

500

300

300

200

400

洋
　
　
楽

10
益田市民吹奏楽団
　第30回　記念定期演奏会

益田市民吹奏楽団 益田市 8月
昭和57年に結成し益田市内唯一の社会人吹奏楽団として活動している。1部では30年の活動成果を多彩なレパート
リーに乗せて演奏する。2部では、地元のダンスチームや合唱団体との初共演で『サウンド・オブ・ミュージック』の世
界を表現する。記念演奏会として新たなことに取り組み、県西部の音楽文化活性化を目指す。

11 松江市

12
福島明也と男声合唱の夕べコン
サート（仮称）

出雲市 5月
音楽や踊りなど自分の得意分野を、見ている人に分かりやすく発表し感動を与える（アニメン）という趣旨で開催して
いる。出雲市いりすの丘を会場に、和太鼓演奏や古事記の語り、石見神楽など地元団体が自分達の活動を発表す
る。またアフリカン太鼓の講師による体験コーナーも行う。

平成24年でのジョイントコンサート（大阪市開催）から交流を続けている岸和田市少年少女合唱隊を迎え、松江にお
いてジョイントコンサートを開催する。お互いの演奏を披露した後は2つの合唱団で合同合唱曲を発表する。合唱を
通じた交流を図るとともに、双方の研鑽の場とする。

18 たきのがっこう２０１６
「たきのがっこう　２０１６」実行委員
会

出雲市

8月

9 フラメンコライブ　響　Hibiki フラメンコスタジオ　アプエスト
洋
舞

安来市

7月

8月
隠岐の男声合唱チーム「グリークラブ」が中心となり、フライエ・クンスト（出雲市）と山口大学合唱団OB、東京藝術大
学の福島明也氏と芸大院生を招き、合唱の講習とジョイントコンサートを開催する。島内の子供たちや音楽に携わる
教職員の協力を得て、隠岐における音楽文化の育成を目指す。
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6月

会員と地元バイオリン奏者、県外で活躍するフラメンコアーティストとの共演で創作舞台に取り組む。1部では会員が
日頃の活動成果を披露する。2部では鉄の文化に因んで、収録した鍛冶屋の音とギター・バイオリンと映像をバック
に、四季を表現した踊りを披露する。フラメンコの掛け声や拍子のレクチャーも行い、フラメンコへの理解を深めても
らう。

500

17

隠岐グリークラブ

出雲風土記にも登場する吉栗の郷において、夕方から夜にかけ星空の下でコンサートを行う。出雲市内の中・高吹
奏楽部をはじめ地元佐田町の団体が民謡や踊りなど日頃の活動成果を舞台で発表する。来場者が歌で参加する
コーナーも作り、音楽文化の浸透を図る。

13
松江プラバ少年少女合唱隊結成30周年記

念事業　岸和田市少年少女合唱団
ジョイントコンサート

松江プラバ少年少女合唱隊 松江市

古事記・神話のふるさとフェスティ
バル

アニメンテーションプロジェクト実行
委員会

ライブハウスが無い隠岐で独自の音楽文化を築こうと、地元有志による手作りの音楽イベントを開催する。洋楽や吹
奏楽などジャンル問わず出演者を島内から募るほか、隠岐の地域性を生かして民謡などの踊りも取り入れる。来場
者が歌で参加する時間も作り、音楽を軸にした交流と島内の人材堀り起こしを目指す。

15
あの頃のお恋路（れんじ）
　うたのフェスティバル２０１６

あの頃のフォークソングライブの会 出雲市

4月
会員によるピアノ演奏を主体に、島根に縁のある管弦楽器奏者や独唱者を共演者に迎え、「音楽におけるユーモア
の研究」をモットーに多彩なアンサンブルを披露する。ピアノをはじめとする音楽の豊かさを聴衆に伝えると共に、地
域で活動する演奏者たちの紹介と若手演奏家の掘り起こしを目指す。今回はサティの作品を積極的に取り上げる。

14

5月
出雲市内を中心に活動する40～60代の音楽愛好者が主体となり、様々な「うた」をテーマにしたフェスティバルを開
催する。ステージでは地域で活動するアマチュア団体が歌や踊りを披露する。会場のギャラリーでは、俳句や川柳、
詩などの展示を行なう。

隠岐の
島町

6月
10月

多伎地域の文化振興を目指し、「がっこう」というタイトルで音楽交流事業を実施する。6月は「音楽」をテーマにクラ
シック音楽の楽しみ方を知るワークショップと住民参加型のミニコンサートを、１０月は「生活」をテーマに自然の中で
感じる音楽や世界の他民族の生活を学ぶワークショップを実施する。

隠岐の
島町

第41回　島根ピアノ同好会演奏会 島根ピアノ同好会

音フェス　in隠岐の島町２０１６ 音フェス in 隠岐の島実行委員会 5月

16 やまびこ星空コンサート
やまびこ星空コンサート実行委員
会

出雲市
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小計 22件 15,900

国際文化交流
単位：千円

事 業 名 団 体 名 実施地
実施
月

助成
決定額

小計 ２件 2,300

合計 26件 19,400
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松江東ロータリークラブ

海
外
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航
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業

25

雲南市文化協会

ドイツ　ミュンヘン日本祭公演 土江子ども神楽団（大田市）

26

23
〈県民文化祭共催事業〉
　第２５回　しまね映画祭
（しまね映画塾2016）

しまね映画祭実行委員会 未定
６～１
１月

「映画をスクリーンで観る文化を守ろう」と平成４年から始まった「しまね映画祭」。その中で、実際に映画制作を体験
し島根独自の映像文化を築こうと、平成15年より「しまね映画塾」を実施している。参加者はシナリオ作成から撮影・
編集まで自分達の手で行い、短編映画を完成させる。開催地の魅力再発見にもつながっている。
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合
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化
祭

3,300
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益田糸操り人形英国公演
益田糸操り人形保持者会（益田
市）

島根県現代彫刻振興委員会

島根県民および島根県に関心のある人を対象に、自由な発想で撮影した写真を広く募り、東部と西部の2カ所で写
真展を開催する。高校写真展を併設するほか、写真経験の少ない人や携帯で写した写真でも気軽に参加できるよ
う、募集枠を広げて実施する。

〈県民文化祭共催事業〉
　第10回　しまね写真展

松江市
大田市 ４月

７月～
プロ・アマ問わず触れる彫刻を全国から集めて展示を行ない、それを活用しながら子供から大人を対象にした彫刻
作品作りのワークショップを行う。ギャラリートークでは、素材や材質、技法について作者自らが分かり易く解説し、参
加者との交流を深める。今回は県内2カ所で実施し、彫刻美術の広がりを目指す。

SEED展　vol.6 SEED展実行委員会 松江市 8月
島根大学の絵画専攻ゼミの卒業生有志と現役ゼミ生たちが平成13年に始めた展覧会で、3年に１回のペースで開
催している。油絵やアクリル画、造形など個性溢れる作品を展示するとともに、会員自らのギャラリートークを通して
鑑賞者との交流を深める。島根における美術文化の活性化を目指す。

２０１６　島根現代彫刻小品展

900

１２月

松江市

事　業　概　要

ミュンヘンにおいて日本領事館主催で開催される「日本祭」に参加し、「大蛇」など３演目を上演する。翌日はダッハ
ウ市に移り、民族舞踊「アルペンターラー」の団体と交流を行い、最後の2日間でバードゼッキンゲン市を初訪問し、
ホームスティしながら神楽を紹介する。相互交流を通して、国際感覚を身に付ける機会とする。

舞台部門と展示部門の２部門で構成する総合芸術文化祭として、毎年3日間の日程で開催している。舞台部門は地
元でも活動団体が多い民謡と舞踊を取り上げ、加盟団体の発表を中心としたステージと民謡歌手によるワークショッ
プを実施する。展示部門は工芸をテーマに作品展示を行なう。

当クラブが創立３０周年記念として初の映画制作事業に取り組む。米子市在住の森崎裕司氏を映画監督に迎え、
キャストは市民から募る。１２歳の少女の成長を描く物語に松江の景色や行事などの風景を映し込み、音楽は地元
ミュージシャンが制作する。１１月の完成を目指し、作品は市民に向けて公開する。

イギリス
ロンドン

４～5
月

日本国内でも非常に古い形態をとどめたまま上演される糸操り人形で、現在、地元の保持者会によって継承活動が
行われている。今回、ヴィクトリア＆アルバート博物館主催の「日本フェスティバル」で公演を行うほか、同じロンドン
市内においてワークショップを実施する。保持者会にとって初の海外公演であり、伝統芸能を紹介するとともに島根
の文化発信を目指す。
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雲南市

ドイツ
ミュンヘ

ン他
７月
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〈県民文化祭共催事業〉
第7回　雲南市総合芸術文化祭
“雲南華謡祭～民謡と舞踊の祭
典～”

島根県写真家連盟

松江東ロータリークラブ創立30周年記
念事業　記念映画制作（仮称）

４～11
月
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